
 

21 昭

和

二

十

八

年

一

月

三

十

日

提

出 

質

問

第

二

一

号 

    

一 

 
右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

 で
ん
粉
の
政
府
買
上
げ
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

、
、昭

和
二
十
八
年
一
月
三
十
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

大 

野 

伴 
睦 
殿 

提
出
者 

伊 

東 

岩 

男 

 

 



 

三 

 

 

 

 

 

 

 

 

政
府
は
、
生
甘
し
よ
価
格
維
持
の
た
め
で
ん
粉
買
上
げ
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
で
ん
粉
の
買
上
げ
は
は
か
ば
か

し
く
な
く
て
農
協
や
工
場
が
困
る
ば
か
り
で
な
く
残
余
の
生
甘
し
よ
の
処
理
に
困
惑
し
て
お
る
実
情
で
あ
る
が
、
そ
の
対
策

を
ど
う
す
る
か
。 

、

、

、

、

三 

倉
庫
が
不
足
す
る
と
す
れ
ば
、
倉
庫
増
設
、
倉
庫
借
入
等
の
対
策
を
講
ず
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

一 

政
府
に
で
ん
粉
の
無
制
限
買
上
げ
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
は
無
制
限
買
上
げ
実
行
の
意
思
あ
り
や
。 

、

宮
崎
県
に
お
け
る
甘
し
よ
作
は
米
麦
作
に
次
ぐ
重
要
作
物
で
あ
る
が
、
本
年
の
甘
し
よ
売
買
価
格
は
昨
年
の
四
百
二
、
三

十
円
に
比
し
、
二
百
二
、
三
十
円
に
過
ぎ
ず
、
従
つ
て
農
家
の
収
入
は
激
減
し
た
。 

、

、

二 

倉
庫
不
足
等
に
し
や
口
し
て
、
事
実
は
、
入
庫
拒
絶
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
政
府
は
、
無
制
限
買
上
げ
の
約
束

を
実
行
せ
ぬ
の
で
は
な
い
か
。 

、

左
記
の
事
項
に
つ
き
速
や
か
に
御
答
弁
を
御
願
い
す
る
。 

で
ん
粉
の
政
府
買
上
げ
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
、
、 

、 
、 

、 
 、 

、 

、 

、 

、 

 



 

 

四 

  

 

 

 

 

四 
宮
崎
県
で
は
、
細
島
港
そ
の
他
に
県
営
倉
庫
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
利
用
し
て
入
庫
し
て
は
ど
う
か
。 

九 

残
余
の
生
甘
し
よ
処
理
を
ど
う
指
導
し
て
お
る
か
。 

、
、

五 

で
ん
粉
検
査
が
厳
重
す
ぎ
る
と
の
評
が
あ
る
が
一
等
品
と
格
下
げ
品
と
の
数
量
、
％
及
び
そ
の
価
格
の
差
は
ど
う
な
つ

て
い
る
の
か
。 

、
、

六 

で
ん
粉
入
庫
後
の
内
渡
金
額
に
差
異
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
残
余
の
支
払
は
ど
う
な
る
の
か
。 

、
、 

八 

昭
和
二
十
七
年
度
生
甘
し
よ
及
び
馬
鈴
し
よ
の
売
買
平
均
価
格
は
ど
れ
だ
け
に
な
つ
て
い
る
か
。 

、
、

、
、

七 

で
ん
粉
の
買
上
数
量
は
現
在
全
国
を
通
じ
て
ど
れ
だ
け
に
な
つ
て
い
る
か
。 

、

十 

昭
和
二
十
八
年
度
の
で
ん
粉
の
需
給
関
係
及
び
価
格
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

、
、

右
質
問
す
る
。 

  、 

 

 
 

 


